
建
議

■
一
貫
性
の
あ
る
農
政
の

展
開
に
つ
い
て

　
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、担
い

手
不
足
や
、高
齢
化
、所
得
減
少
と

い
っ
た
厳
し
い
状
況
に
よ
り
、農
業

者
の
生
産
意
慾
が
削
が
れ
、食
料
確

保
や
農
業
・
農
村
の
方
向
性
を
左
右

す
る
極
め
て
重
要
な
転
換
期
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
食
料
と
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

農
業
を
礎
と
し
て
堅
持
す
る
姿
勢

を
示
し
、農
業
が
将
来
に
渡
っ
て
安

心
し
て
農
業
経
営
に
取
り
組
め
る

よ
う
、実
効
性
が
あ
り
、か
つ
、継

続
性
の
あ
る
一
貫
し
た
農
政
を
展

開
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

①
農
業
経
営
の
安
定
と
生
産
力
の

確
保
を
図
る
た
め
、直
接
支
払
制
度

や
経
営
所
得
安
定
対
策
、品
目
別
対

策
等
の
継
続
と
充
実
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

②
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実

現
を
目
指
す
、十
分
な
農
業
予
算
の

確
保
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

■
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
高
齢
・
過
疎
に
よ
り
集
落
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
困
難
な
状
況

に
あ
る
た
め
、営
農
活
動
へ
の
援
助

制
度
等
、将
来
に
渡
っ
て
営
農
が
で

き
、子
育
て
や
介
護
の
不
安
な
く
、

安
心
し
て
、住
民
が
住
み
続
け
ら
れ

る
農
村
づ
く
り
と
、農
村
資
源
の
特

徴
を
生
か
し
、食
と
農
の
結
び
つ
き

を
通
じ
て
、豊
か
な
食
生
活
の
実
現

を
図
る
た
め
、地
場
農
産
物
の
流
通

拡
大
と
地
産
地
消
の
取
組
み
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
農
業
生
産
法
人
、認
定
農
業
者
な

ど
後
継
者
育
成
を
第
一
義
と
し
、世

代
を
超
え
て
地
域
農
業
の
大
黒
柱

と
な
る
経
営
体
の
支
援
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

②
町
環
境
保
全
型
農
業
推
進
を
拡

大
定
着
す
る
に
あ
た
り
、町
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
利
用
率
向
上
に
向
け
、利

用
者
へ
の
価
格
的
な
支
援
や
散
布

へ
の
支
援
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

③
六
次
産
業
化
に
必
要
な
人
材
育

成
や
知
識
の
習
得
支
援
や
経
営
が

軌
道
に
乗
り
ま
で
、経
営
指
導
、リ

ス
ク
管
理
な
ど
経
営
管
理
能
力
の

向
上
に
関
す
る
支
援
に
努
め
ら
れ

た
い
。

④﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂に
つ
い
て

信
濃
町
農
業
行
政
に
関
す
る
建
議
書

を
町
に
提
出

８月１８日、食育活動「親子で体験！食農教室」
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は
、リ
ー
ダ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
不
在
や
地
域
の
合
意
形
成

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、地

域
の
話
し
合
い
を
誘
起
す
る
支
援

等﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂の
実
効
性

を
高
め
る
対
策
の
整
備
を
図
ら
れ

た
い
。

⑤
平
成
二
十
三
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
る﹁
白
色
申
告
者
に
対
す
る

記
帳
・
記
録
保
存
義
務
化︵
平
成

二
十
六
年
一
月
施
行
︶﹂に
向
け
、

農
家
指
導
支
援
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑥
都
市
部
の
消
費
者
と
の
交
流
を

深
め
、農
産
物
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
務
め
ら
れ
、販
路
の
拡
大
を
推

進
さ
れ
た
い
。

⑦
農
林
漁
業
と
商
業
・
工
業
等
の
産

地
間
連
携︵
農
商
工
連
携
︶よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

⑧
女
性
起
業
グ
ル
ー
プ
が
経
営
し

て
い
る
、地
元
農
産
加
工
事
業
等

へ
の
経
営
指
導
と
経
営
支
援
を
図

ら
れ
た
い
。

■
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　
政
府
は
平
成
二
十
三
年﹁
我
が

国
の
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
の
為

の
基
本
方
針
・
行
動
計
画
﹂取
り
ま

と
め
、農
地
集
積
に
よ
る
規
模
拡

大
な
ど
、持
続
可
能
な
力
強
い
農

業
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、デ
フ
レ
経
済
に
よ
る
農

産
物
の
下
落
、生
産
資
材
の
高
騰

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、農
業
経
営

は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
き
、掲

げ
る
施
策
が
必
ず
し
も
農
業
環
境

を
好
転
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
ま
せ
ん
。
農
家
が
安
心
し
て

農
業
経
営
に
取
組
め
る
環
境
の
構

築
が
必
要
で
す
。

①
意
欲
あ
る
多
様
な
農
業
者
の
育

成
・
確
保
に
あ
た
っ
て
は
家
族
経
営

協
定
、集
落
営
農
及
び
地
域
に
定

着
し
て
い
る
農
業
法
人
が
基
本
で

あ
る
事
を
明
確
に
し
、経
営
技
術

面
で
の
支
援
体
制
を
確
立
し
、地

域
に
根
ざ
し
た
担
い
手
に
対
し
支

援
を
拡
充
さ
れ
た
い
。

②
農
業
従
事
者
が
減
少
す
る
中
で
、

担
い
手
が
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組

め
る
持
続
可
能
な
農
業
が
望
ま
れ
、

従
事
し
易
い
環
境
の
整
備
を
図
ら

れ
た
い
。

■
遊
休
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
つ
い
て

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、

町
内
の
遊
休
耕
作
放
棄
地
は
約

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
存
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
て
お
り
、そ
の
農
地
復

元
の
為
、農
業
委
員
会
も
鋭
意
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

　
遊
休
農
地
の
発
生
は
、自
然
環

境
の
破
壊
だ
け
で
な
く
、農
産
の

多
面
的
機
能
の
維
持
が
困
難
な
状

況
に
な
り
、信
濃
町
の
強
み
の
あ

る
美
し
い
農
村
風
景
の
崩
壊
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、次
の
施
策
に
取
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
遊
休
農
地
を
復
旧
し
活
用
を
促

す
た
め
、新
規
就
農
者
の
推
進
及

び
農
業
生
産
法
人
・
関
係
団
体
等
に

よ
る
遊
休
農
地
の
復
旧
・
活
用
・
保

全
管
理
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
創

設
や
経
費
の
助
成
制
度
の
構
築
を

確
立
さ
れ
た
い
。

②﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂を
有
効
に

活
用
推
進
し
、各
種
関
係
団
体
の

連
携
体
制
を
密
に
し
て
、幅
広
い

対
応
・
迅
速
か
つ
計
画
的
に
取
れ
る

よ
う
に
構
築
し
、遊
休
荒
廃
地
の

解
消
を
図
ら
れ
た
い
。

■
健
康
農
業
に
よ
る

健
康
寿
命
の
向
上
に
つ
い
て

　
食
の
多
様
化
や
外
食
に
よ
り
食

習
慣
が
乱
れ
、長
寿
の
存
在
が
危

ぶ
ま
れ
て
お
り
、食
や
農
業
を
通

じ
て
、健
康
増
進
に
結
び
付
け
る

施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、信
濃
町
の
高
齢
者
の
多

く
が
農
業
に
就
き
、生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、中
高
年
の
質
の
低
下
を
防

ぐ
た
め
、介
護
を
必
要
と
せ
ず﹁
健

康
で
自
分
で
長
生
き
で
き
る
﹂健

康
寿
命
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

健
康
農
業
を
実
践
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
脂
質
の
摂
取
過
剰
、野
菜
の
摂

取
減
少
傾
向
な
ど
、栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、生
活
習
慣
病
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
た
め
、米
を
主
食

と
し
た﹁
日
本
型
食
生
活
﹂の
食
育

活
動
、野
菜
等
の
摂
取
量
向
上
の

た
め
、町
内
産
食
材
の
消
費
拡
大

の
取
り
組
み
を
強
化
さ
れ
た
い
。

②
農
業
基
盤
や
技
術
が
な
い
農
業

を
志
向
す
る
定
年
帰
農
者
や
女
性
、

高
齢
者
に
対
し
、経
営
開
始
の
支

援
、身
体
に
負
担
の
少
な
い
農
法

の
開
発
、作
っ
た
農
作
物
が
販
売

で
き
る
直
売
所︵
道
の
駅
農
産
物

直
売
所
の
増
設
等
︶の
充
実
強
化

な
ど
農
業
で
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
整
え
、地
域
と
の
つ
な

が
り
や
居
場
所
見
い
だ
し
、生

涯
現
役
で
自
立
し
て
長
生
き
で

き
る
、生
活
の
支
援
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

■
災
害
に
負
け
な
い

態
勢
づ
く
り
に
つ
い
て

　
農
家
の
減
少
と
、高
齢
化
の

た
め
、た
め
池
や
農
業
用
排
水

路
・
農
道
等
の
適
切
な
維
持
管

理
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、災

害
時
の
破
損
、倒
壊
、崩
落
に

よ
る
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
、人
口
減
少
化
時
代
に
対
応
し

た
防
災
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
地
震
・
台
風
・
集
中
豪
雨
・
豪
雪
等

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

想
定
外
の
気
象
災
害
等
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、農
家
だ
け
で

は
維
持
で
き
な
い
農
業
用
施
設
の

管
理
・
補
強
・
長
寿
命
化
に
つ
い
て

農
家
と
地
域
住
民
に
よ
る
維
持
管

理
の
仕
組
み
づ
く
り
を
確
立
さ
れ

た
い
。

②
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
、

食
料
の
供
給
、暮
ら
し
の
早
期
回

復
を
支
援
す
る
た
め
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
研
究
、被
災
者
が

自
立
で
き
る
ま
で
の
生
活
を
支
え
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道
路
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
絶
た
れ
、
避

難
し
て
き
た
住
民
の
皆
様
と
孤
立
状

態
と
な
っ
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
震
災

か
ら
三
十
六
日
目
に
よ
う
や
く
電
気

が
通
り
復
旧
の
拠
点
と
し
て
活
動
し

て
き
た
。

　
震
災
か
ら
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
な
が
ら
も
百
九
日
目
に
海
水
を
淡

水
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
し
営
業

を
再
開
し
た
と
い
う
。

　
石
巻
市
で
地
域
新
聞
社
の
看
板

が
見
え
た
。
彼
ら
は
津
波
に
よ
り
輪

転
機
は
使
え
ず
、
情
報
を
模
造
紙
に

手
書
き
で
避
難
者
に
伝
え
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で
見
た
が
、
災
害

時
は
正
確
な
情
報
と
一
歩
前
に
出
る

事
の
ニ
ュ
ー
ス
が
貴
重
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
。「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」「
負

け
る
な
東
北
」
一
泊
す
る
こ
と
も
立
派

な
東
北
支
援
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
視
察
で
し
た
。

長
野
県
女
性
農
業
委
員

の
会
総
会
に
参
加

　
　
　
野 

村 

和 

子

　

去
る
七
月
十
一
日
、
松
本
市
で
長

野
県
女
性
農
業
委
員
の
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
前
半
は
二
十
四
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
の
承
認
、
並
び

に
二
十
五
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
及
び
新
役
員
の
選
出
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、講
演『
地

域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
無
限
大

　
神
子
原
地
区
が
元
気
に
な
っ
た
理

由
』
と
題
し
て
、
石
川
県
羽
咋
市
の

高
野
誠
鮮
氏
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
平
成
十
七
年
、
限
界
集
落
の
立
直

し
に
六
十
万
円
で
着
手
。
神
子
原
地

区
で
栽
培
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
ロ
ー

マ
法
王
に
献
上
し
、
一
挙
に
ブ
ラ
ン
ド

化
。
限
界
集
落
に
若
者
を
呼
び
戻
し
、

高
齢
化
率
の
改
善
。
所
得
の
向
上
、

十
二
家
族
三
十
五
名
が
移
住
等
。
豊

富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
実
行
力
で
能
登

半
島
ま
で
活
性
化
が
広
が
る
講
演
で

し
た
。

　
こ
の
講
演
を
基
に
、
信
濃
町
で
も

何
か
見
習
っ
て
で
き
る
事
が
あ
れ
ば

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
十
四
時

三
十
六
分
東
日
本
大
震
災
発
生
、
押

し
寄
せ
る
津
波
に
建
物
と
建
物
が
ぶ

つ
か
り
合
う
音
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆

発
の
火
の
手
・
自
動
車
の
炎
上
・
爆

発
音
、
押
し
流
さ
れ
る
瓦
礫
が
、
燃

え
な
が
ら
押
し
寄
せ
る
様
は
筆
舌
に

尽
く
せ
な
い
ど
う
に
も
手
の
施
し
よ

う
が
無
い
。

た
だ
見
守
る
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　
町
民
に
避
難
を
最
後
ま
で
呼
び
か

け
犠
牲
に
な
っ
た
女
子
職
員
の
南
三

陸
町
の
防
災
庁
舎
跡
地
に
降
り
立
っ

た
と
き
は
、
多
く
の
人
の
悲
し
み
、

悔
し
さ
が
そ
の
後
建
立
さ
れ
た
お
地

蔵
様
に
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
た
だ
た

だ
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
だ
け
で
し
た
。

　
石
巻
市
は
比
較
的
に
復
旧
が
進
ん

で
お
り
現
地
の「
学
び
の
ガ
イ
ド
さ
ん
」

に
同
乗
し
て
い
た
だ
き
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
広
大
な
農
地
に
は
、

青
田
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
が
一
面
草

地
で
復
旧
の
手
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

宿
泊
し
た
南
三
陸
の
ホ
テ
ル
も
、
震

度
六
弱
の
揺
れ
と
、
二
十
メ
ー
ト
ル

以
上
の
津
波
が
襲
来
し
電
気
・
水
・

東
日
本
大
震
災
視
察
研
修
に
参
加
し
て  

振
興
部
会
長
　
関 

塚 

岑
生

  

編 

集 

後 

記

　
　
第
四
十
三
号
の
農
業
委
員
会

だ
よ
り
で
三
年
目
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。
二
年
半
前
の
平
成
二
十
三

年
四
月
に
第
二
十
代
農
業
委
員
会

が
発
足
し
た
先
月
の
三
月
十
一
日

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
農
業
委
員
会
で
は
、

去
る
七
月
十
日
に
南
三
陸
町
や
石

巻
市
の
被
災
地
を
訪
れ
て
、
農
業

面
の
復
興
の
様
子
を
中
心
に
視
察

研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
周
辺
に
お
け
る
観
測
史
上

最
大
の
地
震
で
あ
っ
た
。
震
源
は

広
大
で
、　
場
所
に
よ
っ
て
は
波
高

十
メ
ー
ト
ル
に
も
上
る
巨
大
津
波

が
発
生
し
、
東
北
地
方
と
関
東
地

方
の
太
平
洋
沿
岸
に
壊
滅
的
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
第
一
原
発
で
は
大

量
の
放
射
性
物
質
の
漏
洩
を
伴
う

重
大
な
原
子
力
事
故
に
発
展
し
た
。

翌
日
の
三
月
十
二
日
に
栄
村
大
震

災
が
発
生
し
、
栄
村
の
被
害
総
額

（
住
宅
除
く
）
五
十
五
億
円
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
両
方
の
大
震
災
地

に
お
か
れ
ま
し
て
、
多
く
の
犠
牲

者
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
被
害
者
の

皆
様
に
は
、
一
日
も
早
く
復
興
で

き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
夏
本
番
と
な
り
、
実
り

多
く
の
豊
作
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

■利用権設定件数及び面積
区    分 設定別 件数 筆数 面積㎡

田

新規
賃 貸 借 62 151 266,115
使用貸借 13 29 44,460

再設定
賃 貸 借 109 224 430,358
使用貸借 20 42 52,780

合計 204 446 793,713

畑

新規
賃 貸 借 5 15 18,539
使用貸借 5 10 7,808

再設定
賃 貸 借 10 25 73,471
使用貸借 1 3 2,162

合計 21 53 101,980

新規
賃 貸 借 67 166 284,654
使用貸借 18 39 52,268

再設定
賃 貸 借 119 249 503,829
使用貸借 21 45 54,942

合    計 225 499 895,693

公表 (平成24年10月～平成25年3月)

■農地法第３・４・５条申請件数及び面積
３条 ４条 ５条

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡
10 月 1 876
11 月 2 1,570 1 59 1 59
12 月 8 14,117 2 5,488
  １月 1 1,511
  ２月 11 15,597 1 500
  ３月 3 11,217 1 390
合  計 26 44,888 1 59 5 6,437

■農地法第４・５条転用目的別件数及び面積
宅地等 工場、資材置場 植林その他 計

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡
4 条 1 59 1 59
5 条 3 949 2 5,488 5 6,437
計 4 1,008 2 5,488 6 6,496

あなたも農業者年金に加入しませんか
【加入要件】　1６０歳未満／2国民年金第１号被保険者／3年間６０日以上農業に従事
上記の要件を満たす人は誰でも加入できます  　問信濃町農業委員会　☎（255）6822

［
編
集
委
員
］須
之
原
信
一
／
野
村
和
子

北
村
敦
博
／
北
村
孝
夫
／
戸
田
　
宏

る
多
様
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

構
築
さ
れ
た
い
。

■
信
濃
町
農
業
振
興
公
社
に
つ
い
て

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、遊

休
荒
廃
地
の
増
加
、農
産
物
の
販
売

価
格
下
落
等
、農
家
経
営
に
与
え
る

影
響
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、
現
在

約
十
農
業
生
産
法
人
、
生
産
組
合
等

と
大
規
模
担
い
手
農
家
と
で
、
地
域

農
業
を
支
え
農
地
の
保
全
・
販
売
促

進
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
、

所
得
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
組
織
だ
け
で
は
、

管
内
の
農
地
の
保
全
・
管
理
を
行
う

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
信
濃
町
農

業
振
興
公
社
設
立
準
備
基
金
の
目
的

に
沿
っ
た
農
業
振
興
公
社
の
早
急
の

設
立
が
必
要
で
す
。

①
既
存
の
生
産
組
織
と
担
い
手
農
家

と
の
調
整
役
（
生
産
組
織
へ
の
農
地

集
約
）

②
町
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
（
加
工
販
売
事
業
等
）

③
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
（
農

地
の
受
委
託
の
相
談
）

④
農
作
業
の
受
託
事
業

■
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

等
の
被
害
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
農
民
、
自
動
車
へ
の
被
害
の

拡
大
や
人
の
生
命
を
奪
う
事
態
ま
で

及
ん
で
い
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
農
業

者
の
農
業
意
欲
の
低
下
な
ど
の
影
響

を
も
た
ら
し
、
そ
の
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
野
生
鳥
獣

被
害
対
策
と
し
て
有
害
鳥
獣
駆
除
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
生
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
、

被
害
防
止
策
が
必
要
で
す
。

①
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
等
に
要

す
る
経
費
の
支
援
及
び
設
置
に
つ
い
て
、

新
設
及
び
拡
充
策
を
講
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、よ
り
一
層
の
支
援
策
（
解

体
加
工
施
設
）の
新
設
を
図
ら
れ
た
い
。

②
長
野
県
、
信
濃
町
ほ
か
既
存
組
織

（
信
濃
町
有
害
鳥
獣
駆
除
連
絡
協
議

会
）と
得
意
分
野
の
業
務
を
分
担
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
な
が
ら
鳥
獣
害
対

策
に
取
り
組
む
推
進
体
制
の
拡
充
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

③
鳥
獣
対
策
専
門
委
員
・
指
導
員
を

必
要
数
確
保
さ
れ
、「
鳥
獣
対
策
専

門
員
」
は
、
県
の
地
方
機
関
単
位
で

登
録
さ
れ
、
鳥
獣
対
策
指
導
員
へ
の

指
導
を
行
う
。
又
、
指
導
員
と
試
験

研
究
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
。「
鳥

獣
対
策
指
導
員
」
は
、
信
濃
町
で
登

録
さ
れ
、
農
林
業
者
か
ら
の
被
害
の

相
談
へ
の
対
応
や
被
害
防
止
策
の
指

導
、施
設
の
管
理
指
導
な
ど
を
行
う
等
、

人
材
育
成
を
行
い
被
害
防
止
対
策
の

適
切
な
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

④
地
域
に
お
け
る
被
害
防
止
対
策
の

望
ま
し
い
推
進
体
制
は
、
地
域
や
集

落
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
・
集
落
の
住
民
は
、

鳥
獣
対
策
指
導
員
の
指
導
の
下
、
被

害
防
止
対
策
（
集
落
環
境
の
整
備
、

防
護
柵
の
設
置
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
追
い
払
い
等
）
の

た
め
の
自
衛
体
制
を
つ
く
り
、
主
体

的
な
対
策
に
改
め
る
よ
う
、
取
り
組

み
体
制
を
図
ら
れ
た
い
。

⑤
野
生
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
対
策

と
し
て
、
農
地
を
エ
サ
場
に
し
な
い

取
り
組
み
を
行
う
、
放
置
さ
れ
た
果

樹
を
伐
採
若
し
く
は
管
理
す
る
、
道

路
の
法
面
や
畦
畔
な
ど
の
雑
草
を
管

理
す
る
な
ど
、
啓
蒙
活
動
を
図
ら
れ

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

以
上

要
請
書 

町
・
議
会
に
提
出

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
撤
回
を
求
め
る

要
請

②
農
業
・
農
村
の
再
構
築
に
向
け
た

要
請

・
一
貫
性
の
あ
る
農
政
の
展
開
に
つ
い

て・
担
い
手
・
経
営
対
策
に
つ
い
て

・
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

・
農
村
振
興
対
策
に
つ
い
て

・
食
の
安
全
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
と
活
動
強

化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
以
上
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